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製品についてのを意事項 

このユーザガイドでは、ほとんどのモデルに共通の機能について説明します。一部の機能は、お使い 
のコンピュータで対応していない場合もあります。 
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1 取り付けられているドライブの確認 


コンピュータに取り付けられているドライブを表示するには、に夕ート]一[コンピュータ]の順に選択 
します。 


取りイ寸けられているハードドライブが、すべての容量および各ドライブで使用できる空き領域ととも 
に一覧表示されます。リムーバブル記憶域があるデバイスも一覧表示されます。 


載 ミ主記： コンピュータのセキュリティを強化するため、 Windows ® には、ューザアカウントの制御機 
能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定変更な 
どを行う時に、ューザのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳しくは、 
Windows のヘルプを参照してください。 
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2 ドライブの取り扱い 


ドライブは壊れやすいコンピュータ部品ですので、取り扱いにはを意が必要です。ドライブの取り巧 
いについては、な下のを意事項を参照してください。必要に応じて、追加のを意事項および関連手順 
を示します。 


A ま意： コンピュータやドライブの損傷、または情報の損失を防ぐため、な下の点にを意してくださ 
い。 

ドライブを取り扱う前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電してください。 

リムーバブルドライブまたはコンピュータのコネクタピンに触れないでください。 

ドライブは慎重に取り扱い、絶対に落としたり上に物を置いたりしないでください。 

ドライブの着脱を行う前に、 コン ピュータの電源を切ります。 コン ピュータの電源が切れているか、 
スリープ状態なのか、ハイバネーシ ヨン 状態なのかわからない場合は、まず コン ピュータの電源を 入 
れ、次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャツトダウンします。 

ドライブをドライブベイに巧入するときは、無理な力を加えないでください。 

オプティカルドライブ内のディスクへの書き込みが行われているときは、キーボードから入力した 
り、コンピュータを移動したりしないでください。書き込み化理は振動の影響を受けやすいためで 
す。 


バッテリのみを電源として使用している場合は、メディアに書き込む前に、バッテリが十分に巧電さ 
れていることを確認してください。 

高温またはを湿の場所にドライブを放置しないでください。 

ドライブに洗剤などの液体を垂らさないでください。また、ドライブに直接、液体クリーナーなどを 
吹きかけないでください。 

ドライブベイからのドライブの取り外し、ドライブの持ち運び、郵送、保管などを行う前に、ドライ 
ブからメディアを取り出してください。 

ドライブを郵送するときは、発ミ包ビニールシートなどの緩衝材で適切に捆包し、お包箱の表面に「コ 
ワレモノー取り扱いを意」と明記してください。 

ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置には、空港の金属 
探知器や金属探知棒が含まれます。空港の機内持ち込み手荷物をチェックするベルトコンベアなどの 
セキュリティ装置は、磁気ではなく X 線を使ってチェックを行うので、ドライブには影響しませ 
ん。 
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3 オプティカルドライブの使用 


取り付けられているオプティカルドライブの確認 

[スタート]一[コンピュータ]の順に選択します。 
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オプティカルディスク （ CD および DVD ) の使用 

オプティカルドライブは、オプティカルディスク （ CD および DVD ) に対応しています。空白の CD - 
R ディスクに永久的に音楽を録音したり、データを保巧したりすることができます。この情報は更新 
できません。保存した情報を削除、追加、または変更する予定がある場合には、空の CD - RW ディス 
クを使用してください。空の DVD +/- R ディスクは、 CD よりはるかに大きな容量を巧うことができ、 
音楽やその他の大量の情報を永久的に保存できます。保巧した情報を削除、追加、または変更する予 
定がある場合は、空の DVD +/- RW ディスクを使用します。 

選択したオプティカルドライブについて詳しくは、な下の表を参照してください。 


オプティカルド 
ライブの種類 

CD および 
DVD-ROM メ 

ディアの読み取 

y 

CD-RW メディ 
アへの書き込み 

DVD±RW/R メ 
ディアへの書き 
込み 

DVD+RW DL 
メデイアへの書 
き込み 

LightScribe* 

CD または DVD 
±RW/R へのラ 
ベルの害き込み 

DVD-RAM メ 

ディアへの書き 
込み 

DVD-ROM/CD- 
RW コ ンボドラ 
ィブ 

可 

可 

不可 

不可 

不可 

不可 

2層記録対応の 
DVD±RW/CD- 
RW コ ンボドラ 
ィブ 

可 

可 

可 

可 

不可 

可 

2層記録対応の 
Ligh に cribe* 
DVD±RW およ 
び CD-RW コン 
ボドライブ 

可 

可 

可 

可 

巧 

巧 


ま記： ここに示すオプティカルドライブによっては、お使いのコンピュータでサポートされていない場 
合もあります。サポートされているオプティカルドライブすべてが上記の一覧に記載されているわけでは 
ありません。 

* LightScribe はデザイナラベルをディスクの外側に追加できるメディアソフトウエアです。 
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CD または DVD の再生 

1. コンピュータの電源を入れます。 

2. ドライブのフロントパネルじあるリリースボタン （1) を押してディスクトレイを開きます。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸上に置きます。 

野 を晶 n ~ トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて回転軸の上に置いてくださ 

_ 

5. ディスクが確実にはまるまで、トレイの回転軸上にディスクをゆっくり巧し下げます（3)。 



6. ディスクトレイを閉じます。 

な下のセクションで説明している自動再生を設定していない場合は、[自動再生]ダイアログボックス 
が開きます。メディアコンテンツの使用方まを選択するように要求されます。 
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自動再生の使用 

自動再生を設定するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[コントロールパネル] 一 [ CD または他のメディアの自動再生]の順に選択します。 

2. コンピュータ画面の左上にある[すべてのメディアとデバイスで自動ち生を使う]チェックボック 
スにチェックが入っていることを確認します。 

3. -覧にあるメディアタイプごとに[規定を選択する]をクリックします。 

4. [何もしない]または[ち回確認する]のどちらかをクリックし、 CD または DVD が自動再生されな 
いようにします。 

5. [保を]をクリックして選巧を確定します。 
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著作権に関する警告 

コンピュータプログラム、映画や映像、放送内容、録音内容など、著作権で保護された素ネオを不正に 
コピーすることは、著作権まに違反する行為です。このコンピュータをそのような目的に使巧しない 
でくださし、。 


A を意： 情報の消'失やディスクの破損を防ぐため、な下の指示に従ってください。 

ディスクに書き込む前に、コンピュータをま定した外部電源に接続してください。バッテリ電源で動 
作しているコンピュータでディスクに書き込まないでください。 

ディスクに書き込む前に、使用しているディスクソフトウェアな外、開いているすべてのプログラム 
を閉じてください。 

ソースディスクまたはネットワークドライブからコピー先ディスクに直接コピーしないでくださし、。 

ディスクへの書き込み中にキーボードを使ったり、コンピュータを移動したりしないで〈ださい。書 
き込み処理は振動の影響を受けやすいためです。 

菌^を 記： コンピュータに付属のソフトウェアの使用について詳しくは、ソフトウェアの製造元の説明 
書を参照して〈ださい。これらの説明書はソフトウェアに含まれていたり、ディスクに収録されてい 
たり、または製造元の Web サイトで提供されていたりする場合があります。 
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CD または DVD のコピー 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [Cyberlink DVD S 山 tes] (Cyberlink DVD スイート）一 
[Power2Go] の順に選がします。 

2. コピーするディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

3. 画面ち下の [Copy] (コピー）をクリックします。 

Creator Bas 词がコピー元のディスクを読み取り、そのデータをお使いのハードドライブ上の一 
時フォルダにコピーします。 

4. プロンプトが表示されたら、オプティカルドライブからコピー元のディスクを取り出し、空の 
ディスクをドライブに挿入します。 

情報がコピーされると、作成したディスクが自動的に排出されます。 
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CD または DVD の作成（書き么み） 

コンピュータに CD - RW 、 DVD - RW 、 または DVD +/- RW オプティカルドライブが搭載されている場 
合は 、 [Windows Media Player ] や [Cyberlink Power 2 Go ] などのソフトウエアを巧用して、データや、 
MP 3 と WAV 音楽ファイルなどの才ーディオファイルを書き込むことができます。ビデオファイル 
を CD または DVD に書き込むには、 [ MyDVD ] を巧用します。 

CD または DVD を書き込むときには、レ: i 下のガイドラインに従ってください。 

• ディスクに書き込む前に、開いているファイルをすべて保巧して閉じ、すべてのプログラムを閉 
じてください。 

• 通常、ナーディオファイルの書き込みには CD - R または DVD - R が最適です。これは情報がコ 
ピーされた後、変更ができないためです。 


鞍 を記 ： [Cyberlink Power 2 Go ] では才ーディナ DVD は作成できません。 


• 家庭のステレオや力ーステレオの一部には CD - RW を再生しないものもあるため、音楽 CD の書 
き込みには CD - R を使巧します。 

• 通常、 CD - RW または DVD - RW は、データファイルの書き込みや、変更できない CD または DVD 
に書き込む前のオーディオまたはビデオ録画のテストに最適です。 

• 通常、家庭用のシステムに採巧されている DVD プレーヤは、一部の DVD フォーマットに対応し 
ていません。対応しているフォーマットの一覧については、 DVD プレーヤに付属の説明書を参 
照してください。 

• MP 3 ファイルは他の音楽ファイルのフナーマットほどの容量を必要とせず、 MP 3 ディスクの作 
成プロセスは、データファイルの作成プロセスと同じです。 MP 3 ファイルは、 MP 3 プレーヤま 
たは MP 3 ソフトウェアがインストールされているコンピュータのみで巧生できます。 

CD または DVD を書き込むには、な下の手順で操作します。 

1. 書き込み元のファイルをハードドライブ上のフナルダにダウンロードまたはコピーします。 

2. 空の CD または DVD をオプティカルドライブに挿入します。 

3. [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択し、使用するソフトウェアの名前を選択します。 

4. 作成する CD または DVD の種類（データ、才ーディオ、またはビデオ）を選がします。 

5. [スタート]一[エクスプローラ]の順にちクリックし、書き込み元のファイルが保存されているフォ 
ルダに移動します。 

6. フォルダを開き、そのファイルを空のナプティカルディスクを含むドライブにドラッグします。 

7. 選択したプログラムで指示されているとおりに書き込みプロセスを開始します。 

特定の操作について詳しくは、ソフトウエアのヘルプファイルまたは説明書を参照してください。 
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CD または DVD の取り出し 

ディスクを取り出す方まは2通りあり、ディスクトレイが通常の操作で開く場合と開かない場合に 
よって異なります。 

ディスクトレイが開く場合 

1. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくり完全に引き出します（2)。 

2. 回転軸をそっと押しながらディスクの縁を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


m を記： トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出してくださし、。 



み 


3. ディスクトレイを閉じて、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 

ディスクトレイが開かない場合 

1. ドライブのフロントパネルにある手動での取り出し巧の巧にクリップ （1) の端を差し込みま 
す。 

2. クリップをゆっくり巧し込み、トレイが開いたら、トレイを完全に引き出します（2)。 
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3. 回転軸をそっと押しながらディスクの縁を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します口)。 
ディスクは緣を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 

野 を記: トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出してください。 



4. ディスクトレイを閉じて、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 
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再生時の破損からの保護 

• CD または DVD を再生する前に作業を保存し、開いているすべてのプログラムを閉じてくださ 
い。 

• CD または DVD を再生する前にインターネットからログオフしてください。 

• ディスクを適切に挿入していることを確認してください。 

• ディスクが清潔であることを確認してください。必要に応じて、ろ過水と柔らかい布でディスク 
を清掃してください。ディスクの中むから外側の縁に向かって拭きます。 

• ディスクに傷がないことを確認します。傷が見つかったら、多くの電気店で入手できる、オプ 
ティカルディスクの修復キットでディスクを手入れしてください。 

• ディスクを再生する前にスリープモードを無効にします。 

ディスクの再生中にはハイバネーシヨンまたはスリープを開始しないでください。開始する場 
合、続行するかどうかを確認する警告メッセージが表示されることがあります。このメッセージ 
が表示されたら、[いいえ]をクリックします。[いいえ]をクリックすると、コンピュータはな下の 
どちらかの方まで動作します。 

。 巧生が再開します。 

または 

。 マルチメディアプログラムの巧生ウィンドウが閉じます。ディスクの再生に戻るには、マ 
ルチメディアプログラムの[再生]ボタンをクリックしてディスクを再起動します。場合に 
よっては、プログラムを終了してからの再起動が必要になることもあります。 

• システムリソースを増やすには、な下の操作を行います。 

プリンタとスキャナの電源を切ります。カメラと携帯電話デバイスの電源ケーブルをおきます。 
Windows がプラグアンドプレイデバイスを検索します。プラグアンドプレイデバイスを取り 
外すと、貴重なシステムリソースが開放され、再生のパフォーマンスが向上します。 

デスクトップの色のプロパティを変更します。16ビットを超える色の違いは人の目では簡単に 
は見分けがつかないため、な下の操作によってシステムカラーのプロパティを16ビット色に下 
げても、動画を見ているときに色が足りないことには気づかないはずです。 

。 アイコンではなくデスクトップ上の任意の場所をちクリックし、[個人設对一[ディスプレイ 

の設定]の順に選択します。 

。[画面の色]を[中 （16 ビット） ] に設定します。 
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DVD 地域設定の変更 

著作権で保護されているファイルを使巧する多くの DVD には地域コードがあります。地域コードに 
より著作権は国際的に保護されます。 

地域コードがある DVD を再生するには、 DVD の地域コードカ 《 DVD ドライブの地域の設定と一致し 
ている必要があります。 

A を意:_ DVD ドライブの地域設定を変更できるのは5回までです。 

5回目に選択した地域の設定が DVD ドライブの最終的な設定になります。 

残りの地域変更の数が [ DVD 地域]タブに表示されます。 

オペレーティングシステムで設定を変更するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[コンピュータ]一[システムのプロパティ]の順に選択します。 

2. 左側の枠内で、[デバイスマネージャ]をクリックします。 

野 ま記 : _ コンピュータのセキュリティを強化するため、 Windows には、ユーザアカウントの制 

御機能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の 
設定変更などを行う時に、ユーザのアクセス権やパスワードの入力をホめられる場合がありま 
す。詳しくは、 Windows のヘルプを参照して〈ださい。 

3. [DVD/CD-ROM ドライブ]の横の [+] 記号をクリックします。 

4. [DVD/CD-ROM ドライブ]をちクリックし、地域の設定を変更する DVD ドライブを右クリックし 
て、[プロパティ]をクリックします。 

5. [DVD 地域]タブをクリックし、設定を変更します。 

6. [0 のをクリックします。 
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4 ハードドライブパフオーマンスの向上 


ディスクデフラグの使用 

コンピュータを使巧しているうちに、ハードドライブ上のファイルが断片化されてきます。ディス 
クデフラグを行うと、ハードドライブ上の断片化したファイルやフォルダを集めてより劾率よく作業 
を実行できるようになります。 

ディスクデフラグの使い方は簡単です。ディスクデフラグを起動すると、自動的に動作します。使 
巧しているハードドライブのサイズと断片化されているファイルの数によっては、完了までに1時間 
な上かかる場合もあります。そのため、夜間やコンピュータにアクセスする必要のない時間帯に実行 
することをおすすめします。 

ハードドライブは、少なくとも月に1回はデフラグすることをおすすめしています。ディスクデフラ 
グは毎月実行するように設定できますが、いつでも手動でお使いのコンピュータをデフラグできま 
す。 


ディスクデフラグを実行するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスクデフラグ]の順 
に選巧します。 

2. [今すぐ最適化]をクリックします。 


載 ミ主記： コンピュータのセキュリティを強化するため、 Windows ® には、ユーザアカウントの制 
御機能が含まれています。ソフトウェアのインス!ル、ユーティリティの実行、 Windows の 
設定変更などを行う時に、ユーザのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合がありま 
す。詳しくは、 Windows のヘルプを参照してください。 
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ディスククリーンアップの使用 

ディスククリーンアップを行うと、ハードドライブ上の不要なファイルが検出され、それらのファイ 
ルがを全に削除されてディスクの空き領域が増し、より劾率よく作業を実行できるようになります。 

ディスククリーンアップを実行するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスククリーンアッ 
プ]の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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ハードドライブの交換 


A ;ま意： データの消失やシステムの応答停止を防ぐために、な下の点にを意してください。 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、コンピュータをシャットダウンしてくださ 
し、。コンピュータの電源が入っているときや、スリープまたはハイ/くネーシヨンのときには、ハード 
ドライブを取り外さないでください。 

コンピュータの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのか分からない場合は、まず電源ボタン 
を押してコンピュータの電源を入れます。次にナぺレーティングシステムの通常の手順でシャットダ 
ウンします。 

ハードドライブを取り外すには、な下の手順で操作します。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コン ピュータをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピュータに接続されている外付けデバイスをすべて取り外します。 

4. 電源コンセントおよびコンピュータから電源コードを巧きます。 

5. コンピュータを裏返してを定した平らな場所に置きます。 

6. コンピュータからバッテリを取り外します。 

7. ハードドライブベイが手前になるように置き、ハードドライブカバーの2つのネジ （1) を緩め 
ます。 

8. ハードドライブカバーを持ち上げて、コンピュータから取り外します（2)。 
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9. ハードドライブタブを引き上げ、ハードドライブをコンピュータから取り出します。 


政 

♦ 

■ 



ハードドライブを取り付けるには、な下の手順で操作します。 

1. ハードドライブを、ハードドライブベイに巧乂します。 

2. ハードドライブが確実にはまるまで、ゆっくりと巧し込みます。 

3. ハードドライブカバーのタブを、 コン ピュータのくぼみに合わせます（1)。 

4. カバーを閉じます（2)。 

5. ハードドライブカバーのネジ （3) を締めます。 
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問題の解決 


コンピュータがオプティカルドライブを検出しない場合 

Windows が取り付けられているデバイスを検出しない場合、そのデバイスのドライバソフトウエア 
がないか、壊れている可能性があります。 DVD / CD - ROM ドライブの非検出が疑われる場合は、オプ 
ティカルドライブが[デバイス マネー ジャ] ユー ティリティの一覧に含まれていることを確認します。 

1. オプティカルドライブからディスクを取り出します。 

2. [スタート]をクリックし、[検索の開始]ボックスに「デバイスマネージャ」と入力します。 
入力すると、検索結まがボックスの上の巧内に一覧表示されます。 

3. 結まの枠内で、 [デバイス マネージャ]をクリックします。ユーザアカウント制御のウィンドウが 
表示されたら、[続行]をクリックします。 

4. [デバイスマネージャ]ウィンドウで、マイナス記号 [-] がすでに表示されている場合を除き、 [DVD/ 
CD-ROM ドライブ]の隣のプラス記号 [+] をクリックします。オプティカルドライブの一覧を探 
します。 

ドライブが一覧に表示されていない場合は、な下の項目の説明に沿つてデバイスドライバをイ 
ンストール（または再インストール）します。 
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ドライバをアンインストールおよび再インストールする場合 

1. オプティカルドライブからディスクを取り出します。 

2. [スタート]をクリックし、[検索の開始]ボックスに「デバイスマネージャ」と入力します。 
入力すると、検索結まがボックスの上の枠内に一覧表示されます。 

3. 結まの枠内で、[デバイスマネージャ]をクリックします。ユーザアカウント制御のウィンドウが 
表示されたら、[続行]をクリックします。 

4. デバイスマネージャで、マイナス記号 [-] がすでに表示されている場合を除き、アンインストー 
ルおよび巧インストールする ドライバの種類 (DVD/CD-ROM やモデムなど）の隣にあるプラス 
記号 [+] をクリックします。 

5. -覧にま示されたドライバをクリックし、 Delete キーを押します。確認のメッセージがま示され 
たら、ドライバは削除するが、コンピュータは再起動しないことを確定します。 

削除するその他のドライバについて手順を繰り返します。 

6. [デバイス マネー ジャ]ウィンドウの ツー ルバーで [ハー ドウ エア 変更のスキ ャン] アイコンをクリッ 
クします。 Windows は、取リイ寸けられているハードウエアをお使いのシステムからスキャン 
し、ドライバを必要とするすべてのハードウエアに巧して初期設をのドライバをインス トー ルし 
ます。 


野 ま記. コンピユータのち起動を求めるメッセージが表示されたら、開いているすべてのフアイ 
ルを保存し、巧起動して続行します。 


7. 必要に応じて[デバイスマネージャ]を再度開き、ドライバが一覧に表示されていることを確認し 
ます。 

8. プログラムを巧度試行します。 

ネ刀期設定のデバイスドライバのアンインストールと再インストールでも問題が解まされない場合、な 
下の項目の手順に沿ってドライバを更新する必要があります。 

最新の HP デバイスドライバの入手 

最新の HP デバイスドライバはな下のどちらかの方まで入手できます。 

• [HP Update Utility] (HP アップデートューティリティ）の使用 

• HP Web サイトの使用 

[HP Update U 川 ity] を使用するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [ HP ] 一 [HP Update ] (HP アップデート）の順に選がします。 

2. [HP Welcome] (HP へようこそ）画面で、[設对をクリックして、ユーティリティが Web 上のソ 
フトウ X アの更新を確認する時間を選択します。 

3. [次へ]をクリックして、 HP ソフトウェアのアップデートをすぐに確認します。 
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HP Web サイトを使巧するには、な下の手順で操作します。 

1. インターネットブラウザで httD://www.hD.com/iD/ を開き、[ドライバ&•ソフトウエアダウンロー 
ド] をクリック します。 

2. [ドライバ&ソフトウエアダウンロード]ぺージで、説明に沿ってお使いのコンピュータのモデル 
番号を入力し、 [ Enter ] キーを押します。 

または 

特定の SoftPaq が必要な場合は、[検索]ボックスに SoftPaq 番号を入力して [ Enter ] キーを押し、 
画面に表示される説明に沿って操作します。手順6に進みます。 

3. -覧に表示されているモデルから特定の製品をクリックします。 

4. Windows Vista オペレーティングシステムをクリックします。 

5. ドライバの一覧が表示されたら、更新されたドライバをクリックして追加の情報を含むウィンド 
ウを開きます。 

6. ファイルをダウンロードしないで更新されたドライバをインストールするには、 [Install now ] 
(今すぐインストール）をクリックします。 

または 

コンピュータにファイルを保存するには、 [Download only ] (ダウンロードのみ）をクリックし 
ます。確認のメッセージが表示されたら、[保を]をクリックしてお使いのハードドライブ上の保 
巧場所を選択します。 

ファイルがダウンロードされたら、ファイルが保巧されたフォルダに移動し、インストールする 
ファイルをダブルクリックします。 

7. プロンプトが表示されたら、インストールが終了した後でコンピュータを再起動し、デバイスの 
動作を確認します。 

最新の Windows デバイスドライバの入手 

[Microsoft® Update] を使巧すると、最新の Windows デバイスドライバを入手できます。この Windows 
の機能は、 Windows オペレーティングシステムとその他の Microsoft 製品に関する更新を自動的に確 
認し、インストールするように設定できます。 

[Microsoft Update] を使用するには、な下の手順で操作します。 

1. インターネットブラウザを開き、 http://www.microsoft.com/ia/ip/default.aspx を参照します。 

2. [セキュリティ&アップデート]をクリックします。 

3. [Microso 行 Update ] をクリックしてコンピュータのオペレーティングシステム、プログラム、お 
よびハードウエアの最新の更新情報を入手します。 

4. 画面の説明に沿って操作し、 [Microsoft Update] をインストールします。ユーザアカウント制御 
のウィンドウが表示されたら、[続行]をクリックします。 

5. [変更する]をクリックし、 [Microsoft Upda 词が Windows オペレーティングシステムとその他の 
Microsoft 製品へのアップデートを確認する時間を選択します。 

6. コン ピュータの再起動を要ホするメッセージが表示されたら、お使いの コン ピュータを再起動し 
ます。 
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オプティカルディスクが自動的に再生しない場合 

1. [スタート]をクリックし、[検索の開始]ボックスに「自動再生 J と入力します。 

入力すると、検索結まがボックスの上の枠内に一覧表示されます。 

2. 結まの巧内で、[自動ち生]をクリックします。ューザアカウント制御のウィンドウが表示された 
ら、[続行]をクリックします。 

3. [すべてのメディアとデバイスで自動再生を使う]チェックボックスにチェックを入れ、[保存]を 
クリックします。 

CD または DVD はオプティカルドライブに挿入すると自動的に起動します。 
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ディスクの書き込みのプロセスが開始されないか、または完了 
前に終了してしまう場合 

• その他のプログラムがすべて閉じられていることを確認します。 

• スリープモードとハイバネーシヨンをオフに切り替えます。 

• お使いのドライブに適した種類のディスクを使用していることを確認します。ディスクの種類に 
ついて詳しくは、ディスクに付属の説明書を参照してください。 

• ディスクが正し〈挿入されていることを確認します。 

• より遅い書き込み速度を選択して、もう一度試します。 

• ディスクをコピーする場合は、コピー元のディスクの情報をハードドライブに保存してから、新 
しいディスクに内容を書き込み、その後でハードドライブから書き込んでください。 

• [デバイス マネー ジ]ャの [ DVD に D - ROM ドライブ]カテゴリに配置されている、ディスク書き込み 
ドライバを再インストールします。 
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[Windows Media Player ] で DVD を再生しても、音声が出力 
されないか、またはディスプレイが表示されない場合 

この問題を解決するには 、 HP Web サイト (http://www.hp.com/ip/) から [HP Memories Disc Creator] 
をダウンロー ドしてインストールしてください。 
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